
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上槻瀬(かみづきせ)にあるナナマツの森は、アカマ

ツ、コナラの林や、ため池、棚田などのさまざまな風景を

楽しめる里山です。市民には散策路として親しまれてい

ます。そんな里山を地域とともに保全しているのが「三田

里山どんぐりくらぶ」です。 

平成１０年、三田市主催の森の学校をきっかけに里山

保全ボランティアとして発足しました。里山を守り、育

て、楽しみ、ひろげるという理念の元、ナナマツの森の

散策路整備、環境体験学習の支援などを行っています。 

【危険木の伐採、橋の修復】 

安全に、快適に散策できる里山づくりに取り組んでい

ます。道に倒れそうな木は、自分たちの力で伐採してい

ます。専門家を招き、チェーンソーの操作や伐採術の講

習会を行うなど、技術にも磨きをかけています。 

散策路には木橋が架けられていますが、安全に利用

してもらうためには不断の管理が欠かせません。定期点

検だけではなく、壊れたときには修繕も行っています。床

板の張替えなど、本格的な工事には一級建築士のメン

バーが大活躍します。 

【子どもの炭焼き体験】 

わたしたちに様々な恵みを与えてくれる里山。大切な

里山資源を将来に遺すためには、次世代の里山管理者

育成も大切な課題です。どんぐりくらぶは、小学校や幼

稚園を対象に、さまざまな里山体験支援を行い、次世

代育成に力を入れています。 

ナナマツの森には炭窯跡があります。かつて生活に密

着した炭焼きが行われていたのです。炭窯は平成１１年、

三田市によって復元されました。わたしたちは次世代育

成や里山文化の継承のため、地元の小学生や緑の少年

団と一緒に、伐採木を使った炭焼きをしています。 

わたしたちと里山活動する仲間を募集しています。炭焼き、シイタケ栽培、 四季折々の 

食材で野外料理を楽しんでいます。緑の中で森林浴と気持のいい汗を流しませんか？ 

★ ナナマツの森の見学や里山体験も歓迎です。 

電話 090-5963-4232  メール nanamatunomori@yahoo.co.jp (代表：佐藤) 

 

 三田里山どんぐりくらぶ 

んだ さ 里山めぐり 

「里山」― それは、暮らしを支え、生きものを育む 半自然 

三田市里山情報紙 令和３年６月１日 

編集・発行：三田市里山のまちづくり課 

        (079-559-5226) 

第 １ 号 
●活動紹介● ―― ナナマツの森で里山を保全しています！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     〒６６９－１５９５ 三田市三輪２－１－１ 三田市役所 里山のまちづくり課 

TEL: 079-559-5226  FAX: 079-562-3555 E-mail: satoyama_machi@city.sanda.lg.jp 
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【希少な動植物の保護】 

ナナマツの森では多数の希少生物を見ることができ

ます。ササユリ、オグラコウホネ、モリアオガエルなどの動

植物は、里山生態系を利用しながら生きながらえてきた

と考えられています。里山が放棄されてしまうと、彼らの

姿もいずれも消えてしまうかもしれません。 

わたしたちは里山の管理を通じて、彼ら希少生物を

保護していきたいと活動しています。ササユリの種まきと

開花数調査、モリアオガエルの卵塊観察など、楽しみな

がら生物とふれ合い、保護に努めています。 

 
● 情報紙「さんだ里山めぐり」の発行 ― 三田市の里山に関する情報をお伝えします。 

 
三田市は緑が豊かなまちで、わたしたちの暮らしにやすらぎと憩いを与えてくれています。 

しかし、市内の森のほとんどは完全な自然ではなく、人が昔から手を入れて維持してきた『里山』 なのです。 

本紙では、里山の保全、森林の管理の支援制度、里山イベントなど、三田市の里山に関するさまざまな情報を 

お伝えしていきます。（不定期紙） 

お問合せ 

「三田里山どんぐりくらぶ」 ―― 野生の生き物にも目を向けた活動 

三田市からのお知らせ 

① 里山は、やすらぎや癒しだけではなく、建築材、食べもの、エネルギーなど、さまざまな恵みがあります。 

② 里山は、人が手を入れることで、多くの生き物の住み家となってきました。 

③ 里山は、完全な自然ではありません。 しかし、自然に任せるよりも 『生き物の多様さ』 を育む力を持つ、 

『人と自然の共生の場』です。 

本紙のコンセプト 

『里山』 それは、暮らしを支え、生きものを育む 半自然 

① 

 

③ ② 

【ナナマツの森 みどころ】 

森ではツツジやショウジョウバカマ（春）、ため池では

ジュンサイやヒツジグサ（春～夏）、堰堤ではワレモコウ

やリンドウ（夏～秋）など、散策路を歩きながら様々な生

きものに出会えます。また、炭焼き窯跡や中世の砦跡と

いった、人の歴史にも触れることができます。散策後に

お腹が減ったら、最寄りの「つくしの里」で、帰りのバスを

待ちながら山菜うどんはいかがですか。 

つくしの里、市役所本庁舎４階 里山のまちづくり課で

パンフレットを配布しています。 

アクセス JR三田駅より神姫バス（約２５分） 高平方面行き「上槻瀬公民館前」下車 


